
p. 1 
 

平成 27 年１２月 1 日 

 

特定非営利活動法人地域ケアさぽーと研究所 

理事長 飯野順子 

〒187 - 0032  

東京都小平市小川町二丁目 1915  

コーポ希林館 103 号室 

電話&FAX 042 -403 - 3229  

Email: ccsupport@jcom.home.ne.jp  
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「新しい価値観の展示場づくり」とは、“訪問カレッジ♣文化フェスタ”によせて、加瀬進（東京学芸

大学教授）先生が、提言して下さった新たなイメージです。 

この度の“文化フェスタ”では、作曲した自作の曲の演奏、選りすぐった好みの歌の歌唱、書きため

た文を中心に制作した本「私のこころ」の紹介と、３人の学生が学習の成果を発表しました。準備と本

番ともに、持てる力を発揮して、張り切って、がんばりました。緊張感とやりきった安堵感、そして、

会場の方々の熱い拍手の中で得られた誇り高い気持ち等は、家にいるだけでは、病院にいるだけでは体

験できない貴重なひとときとなりました。後半は、ピアノ・バイオリン・フルートの演奏、加藤寛二先

生による「のこぎりヴァイオリン」の演奏でした。音楽の授業で言えば、鑑賞の時間です。生演奏の迫

力は、いつまでも心に残り、また、がんばろうという活力の源となったと思います。 

この日は、「人と人とが紡ぎ合う力の豊かさ」（加瀬先生講演内容）と「新しい価値観の展示場」とし

てのスタイルやパッケージが浮かび上がった時となりました。生涯学び続けることは、大きな喜び、そ

の喜びを共有・共感できる場として、「訪問カレッジ」では、これからも、人と人とをつないでゆきたい

と思っています。 

特定非営利活動法人地域ケアさぽーと研究所理事長 飯野順子 
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平成２７年１１月８日（日）、成美教育文化会館を会場に「第２回訪問カレッジ♣文化フェスタ」を開

催しました。当日は雨の中、学生の皆さんも５名参加できました。ご参加、ご協力いただいた皆様あり

がとうございました。（当日参加できなかった仲間も全員のプロフィールと作品展示を行いました。） 
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宮内理栄子さま（練馬区重症心身障害児(者)を守る会） 

IT 機器を駆使して、学生さんたちの持っている力を最大

限引き出して、学習し発表している姿に感動しました。 

山村綱哉さま（都立城南特別支援学校進路コーディネーター） 

重度の障害のある方が生き生きと発表する姿は、とても

心うつものがあり、「自分ももっとがんばらねば・・・」

と私自身も叱咤激励していただいた気分になりました。 

神野真弓さま（都立武蔵台学園 府中分教室） 

訪問カレッジの学生さんたちが、卒業後も生き生きと自

分の希望する学びを実現されていることが、本当に感動的

でした。発表も素晴らしかったです。学生さんも支援者の

皆さんも、キラキラとした笑顔で、とても素敵でした。 

 

 

東京学芸大学の加瀬教授と院生の杉原さん 

武岡百香合さん、大和田美子さん、

小林恵美子さんによる演奏 

苗村尚江さんは歌の発表 

佐藤友哉さんは作曲した曲の発表 

山本利恵さんは制作した本の発表と歌 

佐藤眞弓さん、服部恭子さんによる演奏 

のこぎりヴァイオリンの演奏する

加藤寛二さん 
多くの方に発表を聞いていただきました 
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佐藤豊さん（平成２４年度入学生） 

「季節の和菓子作り」

で、桜もちを作りまし

た。生地に食紅を入れ

る場面では、綺麗な桜

色をイメージしながら

とても慎重に入れてい

ました。薮原先生が用

意してくれたあんこを

包み、桜の葉を巻きで

きあがった桜もちは、以前オーブン粘土で作ったお

皿にのせ、素敵な“春の茶会”を開きました。 

新年度の「ものつくり」は、おいしい時間から始

まりました。現在は、マーブリングを楽しんでいま

す。小平市の障害者作品展など出展を目標にがんば

ります。 

 

苗村尚江さん（平成２４年度入学生） 

今年の夏は長い入院でしたが、９月に発表会に

出てほしいと頼まれてからの尚江さんのやる気は

急に加速しました。昨年から歌っている好きな曲

は色画用紙に題名と絵を書き、その日歌いたい曲

をその中から選んで曲名を読む流れをそのまま発

表すれば、ぶっつけ本番でもいつものようにでき

ると思っていましたら…次の訪問では、通所のバ

ス旅行でバスの中で歌った『この広い野原いっぱ

い』を歌いたい!という希望でした。その上、何と!

直前の 10/29 前日になって『ビリーブ』と『大き

な古時計』も歌いたいと希望が膨らんでいました。

ようやく決まった『ビ

リーブ』を歌ってから、

大急ぎで曲名をみん

なで色を塗って完成。

特別に次の週は祝日

の火曜にも全部を練

習して、お母さんに

iPad で録画してもらって毎日でも歌えるように

作っておきました。訪問カレッジでやったことは、

すぐに通所『夢』でも見せたい尚江さんは、通所

でも持って行き皆さんに練習につきあってもらっ

たそうです。 

 

岩村和斗さん（平成２５年度入学生） 

（ご本人に書いてもらいました。） 

質問１．都立永福学園で学んだことは？ 

こーひーののみかたを学んだ。 

こーひーは、あまーい。 

質問２．岩村君が今、学

んでいることは？ 

あいさつして、てんき

をして、かーどをする。 

フェイスプック。 

国語のべんきょう。 

質問３．これから学びた

いことは？ 

こくごのべんきょうをしたい。 

しゅくだいをしたい。 

 

˺ 
著者は平成３年３月小平養護

（当時）学校を卒業。地域で自

分らしい生活を送っていたが、4

年前に喉頭気管分離手術を受け、

声を失った。しかし、昨年の１

２月、コミュニケーションエイ

ド「伝の心」を手に入れてから、

自分の思いを自由に文章に綴る

ことができるようになった。 

声を失い「死にたい」と訴え

ていた著者が「呼吸器をつけて[伝の心]とともに生きて

いきたい」と言えるようになった「心の声」とともに、

著者の生活を支えている方々、在学当時の担任や級友

の文も収録されている。 

●２０１５年 11 月 1 日発行 

●Ｂ５判 ●定価 ５００円 

●発行 NPO 法人 地域ケアさぽーと研究所 

●注文・購入問い合わせ 

電話＆Fax 042-403-3229（月・水・金の午前） 

Ｅmail ccsupport@jcom.home.ne.jp 
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医療的ケアに伴う児童生徒の保護者付き添い 

文部科学省は、小中学校に在籍する児童生徒の

保護者の付添状況（平成 27 年 5 月 1 日現在）を

調査して「障害のある児童生徒の学校生活におけ

る保護者等の付添いに関する実態調査の結果」を

発表しました。この調査の目的には、「平成２８年

４月には、合理的配慮の不提供の禁止等を規定し

た『障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律』の施行を控えている。このような状況にお

いて、小・中学校における保護者の付添いは、今

後も合理的配慮の提供において一つの論点となる

ものと考えられる」として行われました。 

日常的に、小中学校の校舎内において障害のあ

る児童生徒に付き添っている保護者等の人数は、

1,897人。うち、保護者等が医療的ケアを行ってい

る割合は20％（388件）です。その内84％（326件）

は、看護師が学校にいない又は常駐ではないこと

による付添いと報告しています。 

医療的ケアを必要とする児童生徒の通学支援 

医療的ケアが必要な場合、スクールバスに乗れ

ない学校が多くあります。前号では、滋賀県教育

委員会が、平成 26 年度から研究会議をたちあげた

ことを紹介しました。 

その他、有名なところで兵庫県の西宮市立西宮

養護学校が要医療的ケア児の送迎体制として７台

の福祉タクシー（平成 27 年度）で通学保障を行っ

ています。また、大阪市では、医療的ケアが必要

なためスクールバスに乗車できない児童生徒に対

し、看護師付き添いのもと介護タクシー運行を行

う通学支援の実施として一人当たり、平成 27 年度

は 70 日、平成 28 年度は 100 日などの予算計画を

立てて取り組まれています。 

重度障がい者対象のグループホーム 

障害者総合支援法の施行にともない、従来、重

度な障害のある方のケアホームをグループホーム

に名称統一されました。近年、在宅サービスがそ

のまま利用できるグループホームへの関心が高ま

っています。練馬区のＮＰＯ法人とぅもろうが、

平成 28年 4月開所を目指してグループホーム建設

が進んでいます。本研究所でも喀痰吸引等研修で

協力していく予定でいます。 

 

「学習支援員」「ボランティア」の募集 

「訪問カレッジ＠希林館」を利用している障害

のある方のご自宅等を訪問して、“学び”のお手伝

いをしてみませんか？ 

「学習支援員」：特別支援学校や福祉施設等での

勤務経験と障がいや病気に関する知識等を活

かしてみませんか？勤務できる時間やお住ま

いの地域、学生の学習内容等とのマッチング

をさせていただきますので、ご相談下さい。 

「ボランティア」：学習支援員と一緒に訪問して、

学習のお手伝いをお願いします。ボランティ

ア保険の加入もいたします。 

詳しくはメールでご連絡下さい。 

ccsupport@jcom.home.ne.jp 

「賛助会員」の募集 

１ 賛助会員の年会費は 

個人    一口  ３，０００円 

団体・法人 一口 １０，０００円  です。（何

口でも構いません） 

２ ご賛同いただける場合は、振込用紙をご利用

いただき、郵便振替口座にお振り込み下さい。 

３ 「訪問カレッジ通信『やまびこ』」を年２回発

行し、お届けします。 

賛助会員数 個人４０名 団体４（H27.12.1 現在） 

ありがとうございます。 

【振替口座】 

口座名 トクヒ）チイキケアサポートケンキュウショ 

口座番号 ００１１０－２－６１６０３７ 


